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1 県営バスターミナルの現状

(1)施設概要

建築年

敷地面積

建築面積

延床面積

構造

ノ(ース数

昭和38年(築57年)

約2,240r6

約1,640rrt

約12,380n;

鉄骨鉄筋コンクリート造地下1階、地上6階

6 (乗車5、降車1)

(2)利用状況

発着便数(1日当り)

利用者数(1日当り)

路線(県外高速)

路線(県内都市間)

(3)現況写真

約300便(平成30年度)

約5,000人(平成30年度)

福岡、北九州、熊本、大分、宮崎

長崎空港、佐世保、ハウステンボス、雲仙

2 これまでの主な経緯

昭和38年11月

平成25年2月

平成27年11月

県営バスターミナル完成(築57年)

位貴図

県交通局が県営バスターミナルの長崎駅周辺土地区画整理

事業区域内への移転を表明(県議会)

●■骨●

県交通局がトランジットモール線を活用した移転方針を表明
(県議会)
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揣月'

令和元年8月

令和2年2月

令和2年6月

令和2年7月

1,血'

長崎市中心部の交通結節等検討会議設立(第1回委員
第2回委員会

オープンハウス(意見聴取)

第3回委員会

「長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画」策定

令和2年度

令和3年度

県業務委託(R2.8.31~R33.1)

「長崎駅前ターミナル公共施設等の整備運営事業

スキーム検討調査業務委託」

県業務委託(R38.6~R43.30)

「長崎駅前バスターミナル等再整備に関する計画

コーディネート業務委託」



3 長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画(令和2年7月策定)

(3)整備イメージ
(1)課題

機能化の整備イメージ【交

^

【長崎駅周辺地区】

●新駅舎が150m 」畴多転するため、
乗り継ぎ客の利便性が低下
.バス停が分散しており、分かりにくい
●路面電車電停のバリアフリー化が不十分
●国道の交通量が多く、各種改善策の選択
が困難

新県庁舎
0

(2)基本方針

交泣拠点庭

長崎駅新駅舎

0錨叉

県N

渓

?

の墨備

交通 58,695台ノ日
交通処理が困難

人

痔幹

長崎市中心部の

交通結節機能強化の基本方針

墨峡駅前脚国電^喝●室量竃盟と
断悼に鼻換」交轟量を俸型

^
宇,キに動(●通皇殺里

0大黒町側1 中長距離用のハスターミナ
ルを整偏し、則面の国道上{路線ノ(ス
の停留所を集約
0駅側とバスターミナルをデ、キで結び、
駅とまちをさせて、回遊性を強化
0デッキに動く歩道を設置するととも{L、
デツキとバス停・電停をエスカレー
ターやエレベーターで繋ぎ、歩行者の
移動を支援
国道の通過交通を甫上川台いの県道へ
転換

バス停が分散

駅とパス・電停が遠くなり
利便性が低下

r
^

回己性の向上
ハリアフリー化

駅●1'ス,一亀ナ鳥重チ,キ^
,"宅動0皐性庄痴上

周辺地区】

前ページに掲げる整伽イメー主切実現には、相当の期間を嬰するため、折幹線開剤擾における交通結節の状況を下図に示す.

〕幹線開業のすがた【
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駅周辺地区】

径余
ベデ アノ

一定の路總ノ(スを駅前交通広に
引き込み

バリアフリー化

既存歩道揖1こエレペーターを
し、銘面偲単の乗降バリアフ
リー化を回る
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4 長崎県業務委託1(令和2年度長崎駅前ターミナル公共施設等の整備運営事業スキーム検討調査業務委託)
(1)調査結果(概要)

【R2:先一14】長崎駅前ターミナル公共施設等の備運畠スキーム検討調査
(施主体:崎貝)

【事業分野:道路, PRE活用】【対象施設:バスターミナル】【事業手法:コンセッション方式】

調査のホイント

0既存バスターミナルの拡張再整備にあたっての周辺街区を含む一体的な再開発に係る整備条件の整理及び事業方式の検討
0バスターミナル(特定車両停留施設)の管理運営等を行うコンセッション事業の入可能性及び課題の検討

1 既存施設(長崎交通産業ピル)概要
・長崎中心部のJR長崎駅前に立地する区分所有
建物。地上階に長崎駅前バスターミナル設置
・旧耐震で狭隆・老朽化L建替えが必要。

2240rd(県有1,510rrr.民有730rrl)敷地面碩

用途市街化区域一商業地域
域容積車600%,建蔽率80%

業/施設概要

、

竣工年

床

昭和38年(築57年)

建築面積 1.640rrl12,380 rrl

鉄骨鉄筋コンクリ・ト造・地上6階・地下1階

6F 長市所有(オフィス)
5F 民問所有(クリニック等10団体)
3,4F 県所有(オフィス)
2F・中2F 県所有(物販.オフィス
IF 県所有(バスタ、物販)
BIF 県所有(パスタ,オフィス,庫

造

区分
所有者
・用途

2 対象地及び周辺エリアの概要
・周辺街区を含む一体的な開発を想定。
・戦災復興区画整理済であるが土地が細分
化し、土地の高度活用の課題あり。
・交通結節点機能強化に向け.新幹線・在来
線の長崎新駅舎・広場等の整備が進行中。

3

0新ターミナルビルの再整備及ぴ新バスタ
ーミナルの管理運営

・既存施設を周辺街区含めて新ターミナルビル
として建替え,高度利用を行うことを想定。
新ターミナルビルの一部に,改正道路法上の
特定車両停留施設(道路附属物)として位
づけられる新バスターミナルを設置し,管理運
営を行う事業を実施。

要

区 約07ha(宅地,道路含む)

的・これまでの経緯

1 これまでの検討軽緯

H27;新ターミナルをJR新駅北側に移転することを決定
RI.長崎市中心部の交通綣節等検討会議(※)で検討開始
※国・県・市・交通事業者・有識者等で構成
同会議で基本計画取りまとめR2;

的官民連支援事業を活用しバスターミナル整備1R2:

向けた事業スキーム検討を開始

2 地域課題

.長崎駅周辺では駅舎整備・新幹線乗り入れを始め,路線バスや
路面電車など,多くの公共交通が集積する交通の要衝である
が.相互問の乗り換えが不便であったりバリアフリー等の問題
を抱えている。

.既存バスターミナルは狭隣・老朽化により再整備が喫緊の課題
。周辺の市街地では主に飲食店等が立地しているものの,駅前
という立地を生かし切れておらず.賑わい創出が地域の課題と
なっている。

3 調査の目的及び方向性

・本業務では,長崎交通産業ビル周辺民有地を含めた新ターミ
ナル運営にあたって、コンセッション方式の導入可能性につぃ
て検討を行うとともに、上層階における民間活力を利用した高
度利用化の実現可能性を検討する。
・バスターミナルの運営に関しては,交通事業者意向調査及ぴ
民間事業者マーケットサウンディング等の結果を踏まえつつ,
コンセッション方式導入にあたっての実現可能な業スキーム
の検討を行う。

.施設整備に関しては,権利者意向調査等を踏まえて.望ましい
整備手法の比較検討を行う

長崎県礎情報(R3.2.1時点)
・人口:1,306,970人
・面積:4,130念8km.

上府階高度剥用施設

(建築物)

建茎物些均

タ^ナル諾設
(建築物及び公共施霞)
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【R2:先一14】長崎駅前ターミナル公,施ミ、等の整備運営事

調査結果

1各関係者意向調査の実施' U'゜U'
調査を実施0権利者意向調査

回答.土地及び建物所有者.借地権者は配布数能件で回答2θ件。
状況.借家権者は配布數101件で回答31件

・構想を詳Lく知りたい((回答数15件/32件中但し複数回答)
主な・再整僅と併せて土地・建物の活用を考えたい(同じく14件)
見.共同ビル化に不安がある.再整と共に事業継続したいが不安
があるa2件)

0交通業者意向調晝

調壹.既存乗入会社8社、新規乗入れの可能性のある2社,合計10社
概要を対象にアンケート調査を実施。全牡から回答あり。

.10牡全社が新バスターミナルへの乗り入れを希望

.1日あたり平日杓0便・土日祝450便の乗入便数の見込み。
主な.バス乗入料負担可能額は,高額で現状通りの「750円便税
結果抜)」

.求められる機能として「ターミナル内待機用バース」がも多く,
次いで「チケット販売代行窓口(共用」が挙げられた

0民亭業者マーケットサウンディング

.PPP/PF1事業・コンセッション事業に参画実績のある企業.
州エリアに本社をく企業,本事業で業務を担える業種・業態調査
の企集,合計7社を対象こヒアリング.アンケート等による調査要

を実施。

.全社関心あり.特に3社からf 極的な参画意向あり。

.複数の企業が,再整と管理運営の一括化した事業とする場
主な

合の体制組成の難しさ.りスク分担の雑化への懸念あり。
結果 .高度利用化で想定される入機能については,商業施設(飲

食・物販),ホテル.大学サテライトキャンハス.専門学校.オフィス.住宅

募集・定

2 整計画の検討

0必要小規模案

・新バスターミナルとして必要最小
限の整にとどめるケース

0管理運営段階の業方式
コンセッション方式

.営権に基づく民間の工
夫を活かした収入源の確保が
可能

・人口減少やバス交通に係る
勢の変化に係るりスクへの
対応が必要

・業期間15年間で約29円
の運営権対価の見込み

ター王ナル施誰

亊業化に向けた今後の展望

基本計画,地元調整,関係機闘
調整.事業者決定

・事業方式等の検討の前提となる対隷施設の整

0高度利用化案

・市街地再開発事 保冒庫
ι侵閏)

業等による共同
建替えを行うこと

駐庫嶋芥 俺判嘩
を前提に高度利IF 又は

用化された複合 等価交換床

施設整備を行う 禄■床
(,→,'^)ケース

再整

スキーム検討調査

(実施主体

3 手法の検討及ぴ導入可能性評価 飽鰻茸哉物敷他

0 全体の業方式の組み合わせ

.ーつの事業者が各段階の業務を一括して実施する「一括型」と.別の事業者がそれぞ
れ実施する「分離型」を想定。本調査においては,業務内容の単純化・りスク分担の適
切化による事業者の体制組成の容易さ,競争性確保等のため「分離型」で検討。

運営

4

基本計画策定

再整備段階

A道路事業(用地収)
B市街地再開発事業(権利変換・管理処分
C任意牢桑(共同建昔)

0再整備段階の事業方式

A道路 B市街地再開発

営業継向の
地権者にも対早期・短期問の
応しやすい事案化
事業成立は保留バスタに必要な
床処分の市場性施設だけを設置
に左右

初動期;約2~3年

都市計画決定

保留床取得者決定現況調査
基本設計実施設計

PF1導入可能性調査,事禦条件
検討.公準備

,公共施設

△

成立に課駆多い)

計画を設定

崎具)

コ'

0
(地権者含量に不安)

四ン

再

変認可

償既存除却工
建 工

事業実施期:約7~8年

0任意

参加者が自己持
分の建設費用を
負担
法的位けがな
<,行が不安定

実

X X公共による直営方式
Yコンセッション方式

@

管理運営段
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2)権利者意向調査結果(概要)

※権利者への調査結果説明(令和3年7月実施)で配布した資料
冒 E冒

竺1'

L墾喜壁コ 讐"ブ

, P ' .

,.阜' ^

長崎県では長崎駅前パスターミナル

の拡張再鞭備の検討にあたり、周囲に
お住まいの方、土地建物を所有されている方、建物床を
賃借されている方に、再整偏に関する今後のご意向やご意
見をお聞きするアンケート胡査を昨年虚に実施Lました。
多くの方のご協力と貴重なご意見をいただき、誠にあり
がとうございました.

【実施機閏】長培県土木部都市政策課
【師責時期】令和2年12月配布
【調査範囲】大黒町2、 3、 5、 6番の権利者
【回収件数】地権者:28件(約9春D

借家人:3 1件(約3割)

建替え

改修Lたし

ができな、

卦壷註
軍重パえ
ナ

(3)交通事業者意向調査結果(概要)

ア調査概要

(ア)目的

新バスターミナルの施設計画や事業手法の検討にあたり、新バス

ターミナルへの乗入会社による利用方法や乗入れ本数を設定する必要

があるため、新バスターミナルの利用意向や想定される乗入本数の見
込み等について、意向調査を行ったもの

(イ)対隷企業00社)

既にバスターミナルに乗入れを行っている交通事業者(8社)

今後、新バスターミナルへの乗入れが想定される交通事業者(2社

イ調査結果

(ア)新バスターミナルの乗り入れ意向

10社全社が新バスターミナルへの乗り入れを希望

(イ)新バスターミナルに希望する施設

7社「ターミナル内待機用バース」

5社「チケット販売代行窓口(共用)

(ウ)新バスターミナルに併設を希望する施設

9社「飲料・軽食等の物販店」

9社「観光案内所」

8社「レストラン・カフ工等の飲食店」

8社「お土産等の物販店」

その他「更衣室、シャワ一室」

(エ)新バスターミナル管理運営事業への参画

2社が新バスターミナルの管理運営事業への参画及び新バスタ

ナル内における事業展開に関心あり

(想定される事業展開)

「ターミナル窓口業務の受託事業(予約・発券・案内等)」
「コンビニ等の売店事業」
「新ターミナル内と駐車場の管理・運営」

,

^
●建物の安全性・災害への不安が罰るが過半数

@一方、建替え・改修したいができないと、
当面はこのままでよいが約9割

安が罰る

一建物の安全性について一定程度の不安はあるが、 51.フ
建物更新は進まない懸念があります

^
@新しいパスターミナルへの入居を希望する方は3割強
希望Lむい青は3割弱、わからないは約4割

畷再整偏が進められる場合の土地・建物の愈向につぃて
(複数回答可)
・もうと機想の内容を説明してほしい U 5件】
新Lいパスターミナル整備と併せて、

士地・建物の活用を老えたい 14件 当面このままでいい

・再整偏と共に商売を雄続したいが心配 6件 69.0.'
6件共同ビルとなることに不安がある

,街の発展は良いことだが、興味がない 4件
できれぱ対象区域から除外してほしい 4件

一闘係者がまちづくりへの理解を深める機会
や再整備に対する意見交換の場が必要です

望,る【自由】
わか・駅前の発展に寄与LたV

・少子化時代に理解できない
,長崎駅とのアクセスが良いターミナルを望む
・いつ始めるのか、何年まて使用できるのか不安
,ターミナルが広くなることは贄成
,広いターミナルが必要なのか

入 しない

0住宅利用者の煮向につぃて0亦務所,店舗等の煮向につぃて
この場所に住み続けたい、整備後この場所で営業を統けたい、再整

惜家人の纛向 に戻って住みたい方が約3割備後も戻りたい方が約7割

一計画への反映、情報共有が必要です

埜官

.

●趣物の安全性・災への不安にっいて

口

'.

亀

@新しいバスターミナルへの入居につぃて

、^

@建物の誌讐え、改修につぃて

え、改修Lたい

一
』

斈



5 長崎県業務委託②(令和3年度長崎駅前バスタフミナル等
再整備に関する計画コーディネート業務委託)

(1)業務委託名

長崎駅前バスターミナル等再整備に関する計画コーディネート業務委託

(2)履行期間

令和3年8月6日~令和4年3月30日

(3)目的

既存バスターミナルの再整備にあわせ、長崎駅前地区の活性化、長崎の

玄関口として相応した開発を目指し、周辺民有地を含めた新ターミナルビ

ル再整備に関して地元の合意形成、民間活力の導入を図りつつ、基本計

画の策定に向けたまちづくり活動.支援、,計画立案にかかる調査及び整備

手法等の検討を実施する。

(4).業務内容

アまちづくり活動支援

(ア)まちづくり組織等への支援

(イ)人材育成、準備組織立上げ支援

イ計画立案に係る調査

(ア)現況調査

(イ)施設需要調査

ウ整備手法及び整備手順の検討

(ア)整備手法の検討

(イ)整備手順の検討

(5)今後の進め方

9月以降に、県(受託者)において、対魚者(所有者(土地、建物))へ共

同建替えの仕組み等を説明し、事業へ協力できるかどうかの意向確認を

進めていく(個別対応を想定)。

6



6 バスタプロジェクト

(1)バスタプロジェクトマップ

品川駅宣軍尋副"匡

追美駅 1押晴川醜●,冨冒

聶潟駅悩具瞬蒔局市

^

近詮■B市駅き重゛司白申而

.

^

神戸三宮駅昆卑卑神戸卑

西鉄久留米

駅周辺

,. 凹■^

ー.冷
"ゞ
長崎市゛'.長崎市二

『バスタプロジェクト』は、鉄道やバス、タクシーなど、多様な交通モードがっながる集約型の公共交通ターミ
ナルを、官民連携で整備するプロジエクトです Maas・スマートシティとの連携、他の交通拠点との連携、新
たなモビリティとの連携といった来来志向の取組や、防災・観光拠点としての機能強化等を推進します

呉駅交通
ターミナル

R34事業化

異駅'島゛爵"

中心部

.4.

パスタ新猪

.

^

.

..

.

'0/'

,、

、

.0

神戸三宮駅
交通ターミナル

R2.4事粂化

'尋^戸へ
.'、.ノ."

塁ヅ.

札駅周辺

松山

都市圏

.

新潟駅交通
ターミナル

R2,4奉業化

.

亀

'

P

^

津駅周辺静岡駅周辺

近鉄四日市駅
交通ターミナル

R34事案化

.,

.

'

.

⑦

鼻,、
^

゛ノ
0

'仙台駅周辺

,

(東京近郊)

大宮駅

埼玉県周辺

〆'N

、

゛毛^゛'<凡例>
供用中

事業中
0 調中事業計の検討
●調査中整憐方針の検討
@調査中懐艶強化の必婁性等の胴査

、

※令和3年4月1日時点の情報です
今後変更となる可能性があります

7

、

、

八王子駅

周辺東京都

渋谷駅周辺

横浜葉

IC周辺
、

神奈川

バスタ新宿
H28,4開桑

茨城

追浜駅交通

ターミナル

R34事業化

凾粂扇可

品川駅西口

基盤整備
H314事業化

※国土交通省「バスタプロジェクト」ホームページ等を加工し作成しています

千葉県

富浦IC周辺
【凡倒1

国運

道路

,
0

■
.

.

.

一
.

.
、
,.
.



(2)バスタプロジェクト(他都市の事伊D

1 バスタ新宿(東京都渋谷区)事例

道路

事業
内容

備考

国道20号(東京国道事務所)

0交通ターミナル整備
(バス 15バース)
(タクシー乗車3バース、降車2バース、プール30台)

平成28年4月開業(利用者約29万人日、発便数約1.500便日)

事例 2

事例

品川駅西口基盤整備(東京都品川区)

道路

事業
内容

3 神戸三宮駅交通ターミナル整備(兵庫県神戸市)

国道15号(東京国道事務所)

0交通ターミナル整備
(バス 8バース、タクシープール39台)
0へデスドJアンデッキ整備

平成31年4月事業化備考

道路

事業
内容

国道2号(兵庫国道事務所)

0交通ターミナル整備
(バス 5バース(1期)、 12バース(Ⅱ期

0へデストリアンデッキ整備

令和2年4月事業化備考

事例 4 新潟駅交通ターミナル整備(新潟県新潟市)

道路

事業
内容

備考

国道7号(新潟国道事務所)

0交通ターミナル整備

(バスフバース)

令和2年4月事業化

※国土交通省「バスタプロジェクト」ホームヘージ等を加工し作成しています。
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亊例 5 追浜駅交通結節点整備(神奈川県横須賀市)

道路

事業
内容

備考

国道16号(横浜国道事務所)

0交通ターミナル整備
(バス 6バースXタクシー乗車2バース、降車1バース)

0へデストリアンデッキ整備

令和2年4月事業化

事例 6 近鉄四日市バスターミナル整備(三重県四日市市)

事例

道路

事業
内容

備考

国道1号(三重河川国道事務所)

0交通ターミナル整備
(バス 13バースXタクシー乗車2バース、降車1バース、プール10台)

0ぺデストリアンデッキ整備

令和2年4月事業化

7 呉駅交通ターミナル整備(広島県呉市

道路

事業
内容

備考

国道31号(広島国道事務所)

0交通ターミナル整備
(バス 11バースXタクシー乗車1バース、降車1バース、プール25台)

0ぺデストリアンデッキ整備

令和2年4月事業化

^

※国土交通省し{スタプロジェクト」ホームページ等を加工し作成しています。
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(3)バスタプロジェクトの全国展開に向けた動き

交通拠点の縫能強化に関す

計画ガイドライン

みち・亀き喧ちが一幹己女0た棄桑豆閑■凱出

②道路交通法の一部改正(令和2年11月25日施行)

特定率両停留筋設

0交通混雑の緩和や物流の円滑化のため、バス・ : の.

路附物として、新ナこf二位註付け

》施設運営1一ついては、コンヤッション【公共箪設等運営権)割度の活用晝可能とする

1計画カイドラインの策定
(令和3年4月

業者用の道路塊設の槙筑

0バス、タクシー.トラッウ等を停させるための「特宇鷹
を、新たに道銘附属物士して位置付け

》道路管理者が停留料金を微取できることとする等

3道路構造基準の策定(令和3年4月1日施行)

0特定車両停留施設の特定皐両用場所、旅客用堤所、その他設

0上述に加え、道路附偏物として必要となる箆設蛙査の撞艶につし、ても規定
^

【構造の基皐の例】

特定車両用場所

<構造耐力>

b仙^叶●゛●^

<エレペ^ー>

【」{具量憾宜国ΦイメーP】【昇睡掘ピ具"に註置,る垢■
Φ語虚●イ'ーリ】 ^^明写畔臂茸冨^^■^W屡■゛1憎罫」

<特寛車酉停個庫雌●'〆"ノ>

※国土交通'「バスタプロジェクト」ホームヘージ等を加工し作成しています

・寓僻者、障害春等の林凱の用
に枇tる費●寺一望上設ける

縫持管理・運営における民間ノウハウの活用

0特定両停留施設に「^小ノヨンt公典焦N等賓営
梱)制摩1の活用を可艶とする

》遅営権者が利用料金を取畳できることとする

,塊隆の成立幅駒.特轄揃により占用許可とみ女す等
゛製入の多様化仁より戻間宰案者の●入が客爵に

<幣戟輩共交壷,^ナル(i快,覚二おける畢重スキームイメ"ノ>

U以脊き^●イブ→二1

モの他の鯵寺の用に
供゛る嶋所

や

・投計自勵庫著重
J{ス朗焦孟

ト弓ウウ用焦盤

,ケシー用1竜睦

「扉辱雨奉扇π

の茎単

のー

、

ミ

蓋誌管理看

1^kN

ユ'5kN

MkN

<

6盾鳥冒

を道

「一〒子罫、コ

場>

占罵鳥

を策定

4バリアフリー法の改正(令和3年4月1日施行)

JO ,0バリアフリー注の改正(令和2年5月)により、
追担
0籬客用所(桑降場、通路、その他の放客の用に供す所)のパリアコリ^を策定
0「道路空間のユニバーサルデザインを考える聖談会」におけ .

を策定

ιパリアフリー苔皐の例】

道島管理竜

皇用工作物位室

の基皐を覧定

・桑降場の幅
^
・桑降埠に接する特室軍両用堪所の亘

により特窒重主皿や、
庫酉用場所と明確1、区分

ι住"

施設特有の槌詑

<塑害時対応のための構量及び設昏>

拠造の善隼

昆掴事叡暑

噐重↑詮
F系畢爾画1

一匝回詞

テナント

戻間事案客

謂造の

・妥盲が兜生した塀合において、当該
鹸客特定車両停曹施設及びその肩辺
の詫専客一時的に拷在きせる糧量と
する
.諸奪の鞠勧の註めの空轟手霞に陥す

を霞ける

圭=吐劃 ・11・
Π系系蚕吾弄]

.特音珪宴看の"客轄輩直■用

嬉餅への声1害諭止゛る六め

の設皇【、挽覚帥害者誘導
用ゴ0ウウ等)を設置する

パリ丁コ1

<畑斜路>

10

パリ乎ワ1

・かごの大きさ
1.4m理上冨 1.35「"似上

'エレベ^^舎黄.告、ご●★畳含

は^
・出入口Φ有効幅
旦血到よ
・員自ロピ^帽・奥行妻
,'生"堪上寓1.er.皿上

題路

<神合所>

バリ

・有^員
1力罰以上

・階殴に併設する堤音は

・鑁断勾配
8鵠以

・二段式の手すりを西側1こ殴置

バリ丁フ1

告


